
















　　　二人きりのお出かけ







　普段は私と離れたがらなかったノンナだが、母屋おもやの侍女スーザンさんに誘われると私の誘いを断ってスーザンさんを選ぶことも出てきた。

　今日も一緒に市場へ買い物に行こうとしたら

「いい。スーザンさんに編み物を習う約束をしているから」

　と言って断られてしまった。

　仕方なく一人で市場に向かい、野菜や肉を買って帰る途中、団長さんにばったり会った。

「珍しいね。一人なのか」

「はい。ノンナに振られました。スーザンさんと先約があるそうで」

　私が苦笑しながらそう返事をすると、団長さんは微妙に落ち着かなくなった。

「お茶を飲む時間はある？」

「ありますが、団長さんはお仕事中なのでは？」

「それはそうだが、今日はまだ昼休憩を取っていないんだ」

「あら。じゃあおなかが空いてますね。何か軽く食べられるお店に入りますか？」

「いいのか？」

　こういう時、（団長さんは不器用だなあ）と微笑ほほえましく思う。女性を誘い慣れている人だったら「いいのか？」なんてことは絶対に聞かないものだ。

「もちろんです。一緒に何か食べましょう」

　そう答えると今度は目に見えて機嫌よく、嬉しそうな顔になる。こんなに感情を顔に出せる団長さんが愛らしく見えて困る。愛らしいと言っても身長百九十センチの大男なのだが。

　二人で入ったのは丸パンを横半分に切って鉄板でカリッと表面を焼いたものに、目玉焼きとベーコンとチーズを挟んでくれるお店だった。店内は美味おいしそうな匂いが充満していて、おなかが空いていないはずの私まで食欲が湧いてしまった。

「私は基本の組み合わせで」

「じゃあ、俺は基本の組み合わせを二つとベーコン二倍のをひとつ頼む」

　二人で並んで注文した後で、思わず団長さんの顔を見上げてしまった。

「食べ過ぎだろうか」

「いえ、団長さんはお身体が大きいし、お仕事で動き回ってるんですもの、そのくらいは当然です」

　そう答えて微笑むと、団長さんの顔が少し赤くなった。

　席に着いて少し待つ。すぐに「基本を三つとベーコン二倍を一つの方」と呼ばれた。

　瞬時に団長さんが立ち上がり、トレイに載せて運んできてくれた。

「お茶の注文を忘れていたからお茶も買って来たよ」

　なんて気が利く人だろう。そしてこれだけ大柄なのに、なんてきれいに動く人なのだろう。

　私は団長さんがいつも流れるように滑らかに動く様子を見るのが好きだ。大型の野生の獣のように優雅で美しいと思う。

　二人でアツアツのパンにかぶりついた。いつも思うが、こんがり焼いたベーコンと目玉焼きの黄身が混じり合うと、どうしてこんなに美味しいのだろうと思う。

「美味しいですね」と言おうとして団長さんの顎あごにちょっぴり黄身がついているのに気付いた。私はつい、ノンナにしてあげているように、団長さんの顎をハンカチでふき取ってしまった。団長さんの顔が驚き慌あわてたのを見て、自分が何も考えずに世話を焼きすぎる母親か、仲のいい恋人みたいなことをしたことに気づいた。

「断りもなく触れてしまって、すみませんでした。今の私、まるで世話を焼きすぎる母親か……いえ、なんでもありません」

　急に気恥ずかしくなり、手で持っているパンに目を向け、食べることに集中した。

「母親か、の続きは？　途中でやめられると気になるんだが」

「ええと、世話を焼きすぎる母親か、仲のいい恋人みたいだなと言おうとしました」

　団長さんがいきなり全ての動きを止めて私を見る。（気まずいから何か言ってください！）と思うが団長さんは無言。実に微妙な沈黙が二人の間に流れた。

「すみません、失礼なことをいいました」

「いや、気にしなくていい。パン、美味うまいな」

「はい。とっても美味しいです。また来たいですね」

「ああ、そうだな。また来たい。それと」

「それと？」

「できれば後者の方が望ましい。君が母親というのは遠慮したい」

　また不器用なことを言う、と可笑しくなって笑ってしまった。

　銀髪の大男は、大きな口を開け、気持ちの良い食べっぷりで次々とパンを平らげていく。

「団長さんの食べてる姿は見ていて飽きません。ずっと見ていられます」

「え？　そんなこと誰にも言われたことがないが」

「そうですか。美味しそうに食べるし、食べ方が豪快なのにきれいに食べるし」

「君もきれいに食べる。君も美味しそうに食べてるぞ」

「そうですか。ありがとうございます」

　なんだろう、互いにどうでもいいことを褒ほめ合っているのが無性に恥ずかしい。その恥ずかしさを打ち消そうとして何も考えずに言葉を口から出してしまった。

「野生の大きな動物に食べ物を与えているみたいな気持ちになります！」

　言ってから自分の口を叩きたくなった。失礼にも程がある。だが団長さんは気分を害した風もなく、さらりとこんなことを言った。

「そうだな。ビクトリアに餌付けされてる熊か犬になってみるのも楽しそうだ」

（その整ったお顔で甘いセリフは反則です！）

　思わず私は、心の中で叫んでしまった。
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